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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年5月10日(2012.5.10)

【公開番号】特開2010-263340(P2010-263340A)
【公開日】平成22年11月18日(2010.11.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-046
【出願番号】特願2009-111708(P2009-111708)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/93     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/262    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｆ
   Ｈ０４Ｎ   5/93    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｊ
   Ｈ０４Ｎ   5/262   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月21日(2012.3.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データに関連付けられた該画像データ撮像時の環境情報に基づいて、上記画像デー
タの画像表示の際に表示画像に視覚的な変化を与える動的画像効果を決定する画像効果決
定部と、
　画像データの表示に伴って、上記画像効果決定部で決定された動的画像効果が実行され
るように表示動作を制御する表示制御部と、
　を備えた画像処理装置。
【請求項２】
　上記動的画像効果とは、静止画像の表示期間のうちの少なくとも一部期間に連続的な視
覚的変化を生じさせる画像効果である請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　上記表示制御部は、静止画像の表示中に表示パラメータを変化させることで、表示画面
上で上記動的画像効果が実行されるようにする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　上記表示制御部は、静止画像の表示中に、該静止画像に対する画像合成処理を行うこと
で、表示画面上で上記動的画像効果が実行されるようにする請求項２に記載の画像処理装
置。
【請求項５】
　上記画像効果決定部は、再生表示を行う再生対象画像データの環境情報を、比較対象と
なる所定の環境情報との比較によって得られる環境情報差分に基づいて、上記再生対象画
像データについての動的画像効果を決定する請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項６】
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　上記比較対象となる所定の環境情報は、上記再生対象画像データの前の時点で再生対象
とされた画像データについての環境情報である請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　複数の画像データを順次再生表示させる場合において、上記比較対象となる所定の環境
情報は、上記再生対象画像データの直前に再生対象とされた画像データについての環境情
報である請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　選択パラメータに応じて、順次再生表示させる複数の画像データを選択する順次再生制
御部をさらに備えた請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　上記比較対象となる所定の環境情報は、時間情報が上記再生対象画像データに最も近い
前の時点の画像データについての環境情報である請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　上記比較対象となる所定の環境情報は、固定的な値として設定された環境情報である請
求項５に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　上記画像効果決定部は、再生表示を行う再生対象画像データの環境情報を、体感環境情
報に変換し、該体感環境情報を用いて、上記再生対象画像データについての動的画像効果
を決定する請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　上記画像効果決定部は、再生表示を行う再生対象画像データの環境情報と、比較対象と
なる所定の環境情報とを、それぞれ体感環境情報に変換し、体感環境情報の比較によって
得られる体感環境情報差分に基づいて、上記再生対象画像データについての動的画像効果
を決定する請求項１１に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　上記画像効果決定部は、画像データに関連付けられた該画像データ撮像時の環境情報に
基づいて、動的画像効果の実行／不実行、又は実行／不実行の判定基準を決定する請求項
１に記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　上記画像効果決定部は、画像データの画像内容に基づいて、動的画像効果の実行／不実
行、又は実行／不実行の判定基準を決定する請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１５】
　上記環境情報には、画像データ撮像時の周囲の温度情報、画像データ撮像時の外光光量
情報、画像データ撮像時の時間情報、画像データ撮像場所情報のうちの少なくとも１つが
含まれる請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１６】
　画像データに関連付けられた該画像データ撮像時の環境情報に基づいて、上記画像デー
タの画像表示の際に表示画像に視覚的な変化を与える動的画像効果を決定する画像効果決
定ステップと、
　画像データの表示に伴って、上記画像効果決定ステップで決定された動的画像効果が実
行されるように表示動作を制御する表示制御ステップと、
　を行う画像処理方法。
【請求項１７】
　画像データに関連付けられた該画像データ撮像時の環境情報に基づいて、上記画像デー
タの画像表示の際に表示画像に視覚的な変化を与える動的画像効果を決定する画像効果決
定ステップと、
　画像データの表示に伴って、上記画像効果決定ステップで決定された動的画像効果が実
行されるように表示動作を制御する表示制御ステップと、
　を情報処理装置に実行させるプログラム。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　図１（ｄ）はパーソナルコンピュータ１０２を示している。例えば撮像装置１で撮像さ
れた画像データ及び環境情報が記憶されたメモリカード等をパーソナルコンピュータ１０
２に装填したり、或いは撮像装置１から画像データ及び環境情報を転送して内部のＨＤＤ
等にデータファイルとして記録させる。パーソナルコンピュータ１０２では、所定のアプ
リケーションソフトウエアにより、これらの画像データについて再生させる際に、当該ア
プリケーションソフトウエアが画像データに対応する環境情報も読み出し、環境情報に基
づいて画像効果を決定する。そして画像効果を与えた再生画像信号を生成してモニタディ
スプレイに表示出力する。

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　ＳＤＲＡＭコントローラ４３は、ＳＤＲＡＭ９に対する書込／読出を行う。ＳＤＲＡＭ
９は、例えば撮像系２から入力された撮像画像信号の一時保存、画像信号処理部４１や圧
縮／解凍処理部４２での処理過程における保存やワーク領域の確保などに用いられる。
　ＳＤＲＡＭコントローラ４３は、これらのデータについてＳＤＲＡＭ９に対する書込／
読出を行う。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　図６（ｂ）は他の基準値設定処理例であり、この場合ＣＰＵ３１は、ステップＦ１１１
で、再生対象とされた全画像の環境情報を読み出す。例えばスライドショウ再生は、ユー
ザが或るフォルダＦＬＤ１を指定して再生指示した場合、フォルダＦＬＤ１内の全画像デ
ータＰＣＴを順次再生させる動作となる。また複数のフォルダＦＬＤ１、ＦＬＤ２を指定
して再生指示した場合、フォルダＦＬＤ１、ＦＬＤ２内の全画像データＰＣＴを順次再生
させる動作となる。さらに、或るフォルダＦＬＤ１内の一部をユーザが指定した場合は、
当該一部に含まれる画像データＰＣＴを順次再生させる。ステップＦ１１１では、ユーザ
の指定に応じた範囲で、再生対象となる全ての画像データＰＣＴに対応する全ての環境情
報ＣＩを読み出す。
　ＣＰＵ３１はステップＦ１１２で、読み出した各環境情報ＣＩの項目毎に平均値（平均
温度、平均湿度、平均光量、平均紫外線光量）を算出する。そしてステップＦ１１３でＣ
ＰＵ３１は、算出した各平均値（平均温度、平均湿度、平均光量、平均紫外線光量）を、
それぞれの項目についての基準値として設定する。
　つまり図６（ａ）との違いは、基準値設定のための平均値算出範囲を、今回のスライド
ショウ再生での再生対象のみに絞ったことである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００８９】
　図８（ａ）は再生対象画像についての画像効果算出処理例である。図８（ｂ）は図８（
ａ）の各ステップで算出する具体的な数値例を示している。
　図８の例では、次の再生対象画像の環境情報ＣＩと、前の再生対象画像（表示中の画像
：以下「前画像」という）の環境情報ＣＩの各項目の値を体感環境情報に変換し、その差
分に基づいて画像効果を決定するものとしている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２０】
　図１７は、画像合成による静的な画像効果として日付表示を加える例である。
　前画像となる画像データＰＣＴ４０は、環境情報の「日付」が２００８年５月２日であ
り、次の再生対象画像として準備される画像データＰＣＴ４１は、環境情報の「日付」が
２００８年５月３日であったとする。
　この場合の図中破線部内には、スライドショウ再生で画像データＰＣＴ４０→ＰＣＴ４
１→ＰＣＴ４２→ＰＣＴ４３が順次再生されていく場合を示しているが、日付が変わるタ
イミング、即ち画像データＰＣＴ４１の表示のタイミングで、日付を合成する。
　このような画像効果により、スライドショウ再生中に一連の再生画像の途中で日付が変
わったこと、つまりユーザにとっては、画像データＰＣＴ４１からが次の日の撮像による
ものであることを提示し、撮像時の感覚を思い起こさせるものとなる。

【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３５】
　ステップＦ４０４でスライドショウ再生が開始され、最初の画像データＰＣＴについて
の再生表示が行われているときは、ステップＦ４０５で、次に再生表示する画像データＰ
ＣＴについての準備処理を行う。
　このステップＦ４０５の処理も、ステップＦ４０２と同様、図２２（ｂ）の処理として
行われる。これにより、ユーザの望む条件を満たした次の再生画像が決定される。

【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４２】
　このようなスライドショウ選択再生の過程において、ＣＰＵ３１がステップＦ４０７で
動的画像効果を決定する。そしてステップＦ４０９での制御によって表示コントローラ７
が動的画像効果を与えた画像表示を実行させる。

【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【図２２】
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